
 

  

 

 

第１５講  首里城の復元とデジタルアーカイブの可能性  

沖縄戦では多くの文化資源が戦火に消え、首里城関係資料も多く消失し

た。前節で述べたように、首里城復元の際の資料収集は困難を極めたが、

鎌倉芳太郎が残した資料が首里城復元に大きな役割を果たした。それは、

鎌倉芳太郎が戦前に行った沖縄に関する調査記録や収集資料が、戦火を逃

れ保存されていたということに尽きるだろう。鎌倉芳太郎は沖縄で撮影し

たガラス乾板を自身の避難先である防空壕で保管していたという。これら

保存されていた資料が、首里城復元において大きな役割を果たしたという

事実は、「知の増殖型サイクル」の考え方に当てはめることができる。  

首里城復元の際に利用された鎌倉資料は原資料であり、デジタルアーカイ

ブではない。しかし、「知の増殖型サイクル」に適応することで、これか

らのデジタルアーカイブの在り方が見えてくる。  

【学習到達目標】  

・鎌倉芳太郎と首里城復元の過程で説明できる。 

・デジタルアーカイブという視点から鎌倉芳太郎資料集について説明できる。 

 

１．鎌倉芳太郎と「鎌倉芳太郎資料」 

鎌倉芳太郎(1898[明治 31]年～1983[昭和 58]年)は、香川県氷上村(現三木町)

に生まれる。1918(大正 7)年東京美術学校図画師範科に入学し、1921(大正 10)

年に卒業、4 月より沖縄女子師範学校の教師として赴任した。「琉球芸術」に

魅せられた鎌倉氏は帰京後も琉球芸術研究を継続し、首里城取り壊しの動きを

止める働きかけなど、琉球文化の保存に努め調査研究の発信に取り組んだ。戦

後は、美術研究者として大学などで教鞭をとりながら、1973(昭和 48)年「型

絵染」の重要無形文化財保持者(人間国宝)に認定された )。 

鎌倉芳太郎が、1921(大正 10)年 4 月から 1937(昭和 12)年 1 月までの沖縄調

査の折に沖縄現地で収集した琉球・沖縄芸術関係資料の大部分が沖縄県立芸術
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大学附属図書・芸術資料館に収蔵されている。その資料の全体数は、重要文化

財に指定されたガラス乾板 1229 点・台紙付紙焼き写真 851 点・調査ノート

81 点を筆頭に、写真資料(紙焼き写真)2952 点、文書資料(現行・筆写本・

他)178 点、紅型資料(型紙・他)2154 点、陶磁器資料 67 点で、その総数は

7512 点になる。これらの資料を総称して「鎌倉芳太郎資料」(以下「鎌倉資

料」と略称)と呼んでいる。 

「鎌倉資料」の中でよく知られている資料の一つに「御後(おご)絵(え)」が

ある。「御後絵」とは琉球国王の肖像画のことである。国王の死後描かれ、王

家の菩提寺である円覚寺(えんかくじ)と中城(なかぐすく)御殿(うどぅん)に保管

された。一般の目にふれることはなく、年に一度の虫干しの際に王家関係者が

見ることができた。その御後絵を鎌倉芳太郎は中城御殿にて 11 点撮影してい

る。その後沖縄戦により消失したため、現存する御後絵は確認されていない。

現在に伝えるのは、鎌倉芳太郎が撮影した画像のみである。 

鎌倉芳太郎が撮影した御後絵はモノクロ写真のため、実際の御後絵の「色」

は不明である。しかし最近その御後絵の色彩研究が行われ、復元作業が進めら

れている )。首里城公園では、2014 年に「十八代尚育(しょういく)王(お

う)」、2017 年に「十七代尚灝(しょうこう)王(おう)」の御後絵を復元し公開

している。 

 

２．鎌倉芳太郎と首里城 

鎌倉芳太郎は「一度ならず二度までも、しかも重大な局面で首里城と深くか

かわっている」 )。一度目は、1924(大正 13)年、首里城取り壊しの動きを止め

る働きかけである。首里城正殿を取り壊し沖縄県社社殿(神社)を建設する計画

を新聞記事で知った鎌倉芳太郎は、東京帝国大学の伊東忠太(建築家であり、

天皇を補佐する平田東助内大臣の甥)に首里城の危機を伝えた。伊東忠太の内

務省への首里城取り壊し中止要請により、首里城の取り壊しは中止となる )。 

二度目は沖縄戦で消失した首里城復元の際の「鎌倉資料」の活用である。沖

縄戦によって貴重な資料が消失し復元の根拠となる資料収集は困難を極めた



 

  

 

 

が、「百(もも)浦(うら)添(そえ)御(う)殿(どぅん)普(ふ)請(しん)付(につき)御(み) 

絵(え)図(ず)并(ならびに)御(ご)材(ざい)木(もく)寸(すん)法(ぽう)記(き)」等の

「鎌倉資料」が、首里城復元に大きな役割を果たした。 

沖縄戦で破壊された首里城の復元は、1958(昭和 33)年の「守礼門復元修理

工事」の竣工にはじまり現在まで続く一大事業である。都市公園事業としてス

タートしたのは 1986(昭和 61)年、本土復帰 20 周年である 1992(平成 4)年中の

開園を目指していた。首里城の復元については角南勇二氏(沖縄開発庁沖縄総

合事務局)が次のように述べている。 

復元に当たっては、できるだけ往時の姿に近づけることが求められた。この

ため設計に先だって遺構の詳細な調査、文献資料の収集・解析、国内外の類似

事例の調査、戦前の首里城を知っている人達からの聞き取り調査など厳密な復

元のための調査が短期間の間に精力的に実施された。 

文献資料調査については、首里城に関わる文献資料が、戦火により多くが消

失または散逸していたため収集は困難を極めたが、結果的には非常に貴重な資

料を数多く見つけることができた。 

なかでも、沖縄県立芸大から見つかった「百浦添御殿普請付御絵図并御材木

寸法記」はそれまでの資料の空白を埋める極めて重要な資料であった。 

そのほか、同じく鎌倉コレクションの中から見つかった 1200 枚に及ぶ写真

乾板や、戦前正殿の修理に携わった文部省の森政三氏や板谷良之進氏などの資

料の中には、既存の出版物に掲載された写真以外の、今は見ることのできない

戦前の首里城の写真を数多く見出すことができた。これらの写真は引き伸ばさ

れて図面からは読み取れない細部の検討に大いに役立った )。 

以上より、首里城復元には鎌倉資料が大きな役割を果たしたことが分かる。

首里城復元における鎌倉資料の役割が示されたその他の記述を以下に示す。 

首里城正殿に関して、琉球王朝期における再建に際し記された古記録(『百

浦添御殿普請付御絵図并御材木寸法記』等)の精緻な筆写は、建築仕様、材

料、装飾並びに正殿で行われた祭事・政事・に関わる儀礼を今に伝えるもの

で、今回の首里城復元に参考となる最も重要な資料である  )。 

首里城公園 

 

 



 

  

 

 

復元の有効な資料である「百浦添御殿普請付御絵図并御材木寸法記」などの

古文書や古写真の殆どは、大正十年から沖縄に教師として赴任された鎌倉芳太

郎氏が撮影あるいは収集されたものである。鎌倉氏は、公務のかたわら沖縄の

文化財に興味を持たれて、古文書類をノートに書き残したり、首里城をはじめ

とした遺跡の写真を撮られた。古文書の中には既に実物はなく、このノートに

記されているものしか残っていないものもあり、また、写真はルーペで拡大し

ても建物の詳細が判別できるほど精緻なものであった )。 

正殿の復元資料の中で最も重要な資料である『百浦添御殿普請付御絵図并御

材木寸法記』(1768 年)、この古文書を補足する鎌倉芳太郎氏が書き写した同じ

表題のノート、首里城や王府の関連施設で執り行われる儀式時のレイアウトを

示す『図帳[勢頭方(シードゥホウ)]』(1839 年)と『図帳[当方(アタイホウ)]』が

いずれも沖縄県立芸術大学の鎌倉芳太郎コレクションの中から見つかっ

た ）。 

また、高良倉吉氏は『首里城関係資料集』(沖縄開発庁沖縄総合事務局開発

建設部編。 1987、 

p. 2-7)の「百浦添御

殿普請付御絵図并御

材木寸法記」の項に

て次のように述べて

いる。 

形式上は重修工事

完了報告書の一部、

内容としては重修工

事の仕様書たる本史

料は、現時点では他

に類例を見ない正殿

に関する一級史料と

いえよう。正殿各部
図 1 百浦添御殿普請付御絵図并御材木寸法記(玻豊絵図) 

( ) 



 

  

 

 

を具体的に把握

できるという点

でもそうである

が、何よりも、

正殿内の間仕切

り、部屋割りを

正確に捉えうる

唯一の資料であ

るという点で、

特筆すべき位置

を占めるもので

ある。正殿の復

元はこの資料なしには不可能である、といっても過言ではないほどの価値をも

つ。 

首里城復元において特に重要だったと言われる「鎌倉資料」の、「百(もも)

浦(うら)添(そえ)御(う)殿(どぅん)普(ふ)請(しん)付(につき)御(み)絵(え)図(ず)并

(ならびに)御(ご)材(ざい)木(もく)寸(すん)法(ぽう)記(き)」、「図帳[勢頭方(シ

ードゥホウ)]」、「図帳[当方(アタイホウ)]」の一部を以下に示す。 

「百浦添御殿普請付御絵図并御材木寸法記」とは、正殿(百浦添御殿)の重修

記録の一部として、1768(乾隆 33 年)年 10 月 18 日付で作成された文書で、正

殿建築を絵図

として書き込

み文字で表現

した「御絵

図」、正殿建

築の各部使用

材料の詳細を

記した「御材

図 2 百浦添御殿普請付御絵図并御材木寸法記(下庫理差図) 

(沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館所蔵) 

図 3 図帳[勢頭方]([御座構之図]) 

(沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館所蔵) 



 

  

 

 

木寸法記」の二つで構成され

る。「御絵図」は原本の形で、

「御材木寸法記」は鎌倉芳太郎

が 1927(昭和 2)年に尚家沖縄屋

敷で書き写したノートの形で残

されている 35)。 

「図帳[勢頭方(シードゥホ

ウ)]」とは、場内外の王府関連

の施設で執り行われた諸儀式の

際、各官職の着座位置や諸道具

の配置などが絵図と添えられた文章で解説されたものである。首里城をはじめ

とする関連施設の建築的な間取りと、それらの施設が儀式の際にどのように使

われていたかを知ることができる。「勢頭方(シードゥホウ)」とは、王政府行

政機構の一つ「御双紙庫理」に属する部署で、警備を担当する部署と考えられ

ている。 

「図帳[当方(アタイホウ)]」と

は、前述の「図帳[勢頭方(シード

ゥホウ)]」とほぼ同様の絵図であ

るが、「御双紙庫理」に属するも

う一つの部署である「当方(アタイ

ホウ)」のハンドブック・マニュア

ル的な位置を占める文書である。

「当方(アタイホウ)」とは、イベ

ントの進行係といった性格の部署

であったと考えられている )。 

首里城復元における資料をまと

めた『首里城関係資料集』36)に記載のある、上記 3 資料以外の資料の一部を

以下に示す。 

図 4 図帳[当方](下庫理御座之図) 

(沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館所蔵) 

図 5  首里城 正殿 正面 

(沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館所蔵) 



 

  

 

 

３．首里城復元と鎌倉芳太郎資料における「知の増殖型サイクル」の適応 

沖縄戦では多くの文化資源が戦火に消え、首里城関係資料も多く消失した。

前節で述べたように、首里城復元の際の資料収集は困難を極めたが、鎌倉芳太

郎が残した資料が首里城復元に大きな役割を果たした。それは、鎌倉芳太郎が

戦前に行った沖縄に関する調査記録や収集資料が、戦火を逃れ保存されていた

ということに尽きるだろう。鎌倉芳太郎は沖縄で撮影したガラス乾板を自身の

避難先である防空壕で保管していたという。これら保存されていた資料が、首

里城復元において大きな役割を果たしたという事実は、「知の増殖型サイク

ル」の考え方に当てはめることができる。 

首里城復元の際に利用された鎌倉資料は原資料であり、デジタルアーカイブ

ではない。しかし、「知の増殖型サイクル」に適応することで、これからのデ

ジタルアーカイブの在り方が見えてくる。首里城復元と鎌倉資料を「知の増殖

型サイクル」に適応したものを図に示す。 

戦火を逃れ保存されていた鎌倉資料により、琉球王国時代の首里城をより忠

実に復元することができた。それは新たな文化資源、観光資源となった。那覇

市が 2016 年に行った観光地訪問率の調査結果からも分かるように、那覇市を

訪れる 6 割の観光客が訪れる首里城は、沖縄県の新たな観光資源となり観光客

首里城関係 

資料 
次の世代への

伝承 

首里城復元 
知の増殖型 

サイクル 

新たな文化資源 

 

観光客の増加 

新しい知の創造 

 

観光産業の活性化 

鎌倉芳太郎 

資料 

鎌倉芳太郎資料以

外の資料 

図 6 首里城復元における知の増殖型システム 



 

  

 

 

の増加を促す一つの要因となっていると言える。観光客の増加とともに沖縄県

経済が活性化し、新たな産業が生み出されるその構図は「知の増殖型サイク

ル」の基となった「知的創造サイクル」の構造そのものと言える。また、第 1

節で述べた「御後絵」の色彩研究や復元等も含め、首里城関連研究は現在も続

いており、それは新たな知の創造となり「首里城関係資料」として次の世代へ

伝承されることとなる。 

これは、これからのデジタルアーカイブの在り方を示す一つの手立てとなる

のではないか。図に示した「鎌倉芳太郎資料」を含む「首里城関係資料」が、

戦火を逃れ保存されていたことにより、首里城復元を成し遂げることができ

た。これからのデジタルアーカイブでも、原資料はもちろんデジタル化した 2

次資料の保存が重要となる。「Wonder 沖縄」のように、デジタルアーカイブ

の「公開」が目的となり、原資料の保存がデジタルアーカイブプロセスの中で

構築されていないとそのデジタルアーカイブは消滅する可能性がある。 

資料の「保存」をアーカイブプロセスに組み込んだ上で、図に示した「知の

増殖型サイクル」の考え方を適応することにより、知を増殖させ循環させるこ

とができる。 
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【研究課題】 

首里城の復元に鎌倉芳太郎の資料が重要であったかについてデジタルア

ーカイブの視点で論述しなさい。 

 

 


